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著者らは，金属内包フラーレンや巨大フラーレンについての取り扱いの為に，通常の飛行時

間型質量分析装置に比べて飛躍的に質量分解能を向上させられ，かつ数分の間クラスターイオ

ンを真空中に保持できる FT-ICR (Fourier Transform Ion Cyclotron Resonance)質量分析装置を開発

したきた．これまでに，FT-ICR 装置自身の試験の為に直接固体試料を ICR セル近傍に配置して

レーザー蒸発させて，その質量分析を行い，その基本性能を確認できた(1)．本報では，新たに

直接導入型の小型クラスター源を取り付けてそこで生成された炭素クラスターについて質量分

析を試みている．

Fig.1 に実験装置の概略を示す．フラーレンを含めた各種原子クラスターを生成できる小型の

レーザー蒸発・超音速膨張クラスター源からのクラスターイオンビームを 6 Tesla の超電導磁石

内の ICRセルに直接導入する方式である(2)．Fig. 2 に示すクラスター源は，6インチの 6方向UHV
クロスにパルスバルブ，サンプル駆動機構，レーザー窓，ターボポンプ，スキマーを配置した

ものである．およそ 50µs のヘリウムガスパルスと同期して蒸発用レーザー（Nd: YAG 2 倍波）

をサンプル上に約 1mm に集光する．ノズル形状がフラーレンなどのクラスターの生成条件と密

接に関係するため，ノズル部分の交換が容易にでき，かつ，サンプルの移動を簡単な機構で実

現できるような設計になっている．
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Fig. 1  FT-ICR Apparatus with Direct Injection Cluster Beam
Source

Fig. 2  Cluster Beam Source
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